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キッコーマングループ将来ビジョン

「グローバルビジョン2020」
～キッコーマンしょうゆをグローバル・スタンダードの調味料に～
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趣旨趣旨

•キッコーマン株式会社は、米国進出50周年を
契機にキッコーマングループの将来ビジョン
「グローバルビジョン2020」を策定しました。

•このビジョンは、2020年を想定し、グループの
「目指す姿」および「基本戦略」を定めたもの
です。
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グローバルビジョン2020　目指す姿グローバルビジョン2020　目指す姿

１．キッコーマンしょうゆをグローバル・スタンダードの調味料にする

世界中へしょうゆを広め、各地の食文化と融合させることで、新しいおいしさ
（価値）を創造していく

２．食を通じた健康的な生活の実現を支援する企業となる

しょうゆの醸造および販売で培った技術・ノウハウを活かし、食を通じて人々
が健康的な生活を送ることができるよう支援する

３．地球社会にとって存在意義のある企業となる

キッコーマンという会社がいつまでも世の中にあってほしいと思われる企業
であり続ける
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グローバルビジョン2020　基本戦略グローバルビジョン2020　基本戦略

１．しょうゆ世界戦略 高収益のビジネスモデルを世界へ広げる

日本食の拡大を追い風に、世界にネット
ワークを広げる

２．東洋食品卸世界戦略

日本及びアジア・オセアニア地域での展開
を強化する

３．デルモンテ事業戦略

企業買収などにより、バイオ、健康食品を
拡大する

４．健康関連事業戦略

健康関連事業

バイオ

健康食品

食の提供

他

デルモンテ
事業

しょうゆ事業東洋食品
卸事業

豆乳 ワイン
他
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基本戦略1．しょうゆ世界戦略基本戦略1．しょうゆ世界戦略

金額シェア
世界Ｎｏ.1

高収益のビジネスモデルを世界へ広げる

●成熟期
●高付加価値化
●しょうゆ関連調味料拡大

日本 ●安定成長期
●高付加価値化
●業務・加工用の開拓

北米
●2桁の成長を維持する
●主要市場の深耕
●ロシア、中東欧市場の開拓

欧州

●本醸造しょうゆの定着
●中国、インド市場の開拓

ｱｼﾞｱ

●助走期間

ｱﾌﾘｶ

●助走期間

南米
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基本戦略2.東洋食品卸世界戦略基本戦略2.東洋食品卸世界戦略

日本食の拡大を追い風に、世界にネットワークを広げる　　　　　

JFC-EU

太平洋貿易

JFC香港

JFC-AUS

BNE

JFﾊﾜｲ

JFC-HO

LA

CH
JFカナダ

NYBA

ATHT

PER

ＪＦＣ-NZ
既存拠点

　　　　拠点展開予定エリア

JFCメキシコ

JFC北京

南米

JFC-UK

JFC-FR

東洋食品卸
世界Ｎｏ.1

南欧

中近東

東南アジア

中国
中東欧
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基本戦略３．デルモンテ事業戦略基本戦略３．デルモンテ事業戦略

日本及びアジア・オセアニア地域での展開を強化する

中国工場

●生産拠点
●販売会社

Siam Del Monte

●グループ経営資源（紀文フードケミファ、
　日本デルモンテ）を活用し、飲料、チルド
　へ本格進出

日本

●タイ、中国の製造拠点活用し、競争力
　　を向上
●中国市場への本格参入

ｱｼﾞｱ・ｵｾｱﾆｱ

Del Monte Asia

対象外

対象外
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基本戦略４．健康関連事業戦略基本戦略４．健康関連事業戦略

企業買収などにより、バイオ、健康食品を拡大する

微生物
利用

食の安全
おいしさ

食品加工
健康機能
素材開発

酵素開発
醸造

健康食品

診断用酵素

衛生検査

調味料

食品

飲料

食と健康

食品 バイオ・健食

東洋食品
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目指す姿

企業価値の源泉

基本戦略 組織・体制

海外しょうゆ
ビジネスモデル

世界
ネットワーク

研究開発力
技術開発力

ブランド力
企業の

社会的責任

しょうゆ世界戦略

デルモンテ事業戦略

健康関連事業戦略

キッコーマンしょうゆをグローバル・スタンダードな調味料にする

食を通じた健康的な生活の実現を支援する企業

地球社会にとって存在意義のある企業

グローバル人事戦略

グローバル財務戦略

グローバルR/D戦略

東洋食品卸世界戦略

グローバルビジョン2020　概念図グローバルビジョン2020　概念図
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